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　　茨城縣i新利根川流域天然ガス調査報告

島田忠夫聾牧野登喜男滞牧眞一馨鼎

　　　　　　　　　　　R6sum6　・

　　Natuml　G麗of　the　Are謎＆long　the

　　River　Shintone，Ibaragi　Prefecture

　　　　　　　　　　　　by

　　　　　Tadao　Shimada，Tokio　Makino

　　　　　　　　＆Shin’ichi　Maki

　　　The　results　of　the　geochemical　survey

　lare　summarized　as　follows：

　　　　（1）The　wa重er　wells40－60m　deep　are
●

　・accompanied　by　gas，of　which　daily　produc－

　t玉on　per　one　well　ranges　from　nearly　O　to

　22．Om3／4ay．

　　　　（2）According　to　recor母s　by　dr皿ers，

　・the　following　geo丑ogic　succession　was　reco9一

　二nized．

　　Deptb蛋n　meter　Lithology
　　　　O－400r50　　　　bluish　gray　clay，

　　　　　　　　　　　　sandlsandyclay
　　　　　　　　　　　　＆、their　alternati・

　　　　　　　　　　　　on．
　　　　50：±：一52±　　　　　grave1＆gl・aveI

　　　　　　　　　　　　bearing　　coarse

　　　　　　　　　　　　sand．

　　　　52±：一70±　　　　　alternation　　of

　　　　　　　　　　　　sand　clay＆san－

　　　　　　　　　　　　dy　clay．

　　　　70±一72：±：：　　　　gravel　　bearing

　　　　　　　　　　　　coarse＄and．

　　　　From　the　litholggy　and　the　fossi1。moL

　luscs　obtained　from　a　we11，it　might　be　sug・

　、gesteα　that　the　formation　containing　gas

　　might　have　be今n　deposited　under　a　brackish

　lenvir6nment　of　regreSSiVe　periOd．

　　　　（3）The　chemical　compo呂ition　of　the
　　gas　show＄that　it　belongs　to　the　CH4－CO2－N2

　，group　which　is　co卑mon　to　Quatemary　gas
　deposits，the　concentratibns　of・each　compo－

　　nentvaryfrom51．3to88．6％玉n　CH4，from3．2
　to　O．3％in　CO2，and　from47．7to10。8％in　N2．

　　　　（4）1n　conclusion，the　exploitation　of

　the　Quatemary　gas　in　this　area　may　be　so

　　di伍cult　becau亀e　of　the　low　g哉s・water　ratio

＊北海道支所　駆燃料部　＊継技術部

and　the　llarrowness　of　payable　area．

　　　　　　　　　1．序　　言

　昭和26年（1951年）3月茨城縣新利根川流域の天然ガ

ス調査を行つた。

　調査地域は東京都より東北方約30kmに．あり，茨城

縣稻敷郡竜ケ崎町・北文聞村・文村・布川町・文問村・東文

間村・大宮村・八原村・生板村・瑞穗村・一・部千葉縣印幡郡

布鎌村の2町9力村にわたる東西14km，南北8km，

面積約102km2である。

　当地には常磐線佐貫駅より竜ケ崎鉄道に乗り換え，絡

点竜ケ崎に至る。竜ケ崎よりは取手・金江津方面にバス

、があり，蓬ガス地帯の生板村・東文聞村・瑞穗村に行かれ、

るo

　調査は地一卜水法による地化学探獲法を採用し，民家給

水井および壼ガス井を対象とし．現場では水濫．pH，

HCO3一．遊離CO2．C1、’水中溶存メタン量．ガス量．

求量を測定し，その測点総数154坑井である（第1図，坑

井位置図参照）o

　水質分析ほ154坑井全部について行つたが，ガズ分析

は疾集の操作および時聞的関係から19ヵ所につv・て行

い，その分析結果は第1表および第3表に示してある（表

中LocNoは第1図の坑井番号と対懸する）。

　こエに第1表に実測値を挙げ，それからの解釈による

ガス鉱床の歌況を述べて報告とする。

　なお附図には浅層井（深度10m嫉浅，図中白1丸）と，

深暦井（深度10m以深，図中黒丸）に大別して記載し

た②この分類は地下地質構造不明のため，」慮今迄の経

瞼と調査中の観察とにより探用したもので・将来もし詳

細な地下地質構造が判明次第，解釈を再槍討できるよう

に，附表にはそのまxの実測値を記入してある・

　　　　　　　　　2．要　　約

　（1）本地域のガス徴候は，甑存の深度40mより60

m前後の坑井に見られ，trace～22・Om3／day／wel1の趨ガ

ス量を示す。

　　（2）　一般に地下水層の静水圧が低い。

　　（3）　本地域の地下地質に・関しては信頼し5る資料は

ないが，掘繋業者の言によれば，地下40～50m位迄青

次色粘土，砂を主とした地暦で，その下位に礫暦乃至礫質9

粗砂があり，東方外発達するものらしい。これらの地暦
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　　地質調査所月報（第3巻、第6号）

・　第1表　坑井，測定一覧表一（1）

LOC．No．
坑井
年齢

　2K－1

　2M－1

　3Mマ4

　4K：一1

　4L－1
　頑M［一1

　5L－1

　50－1

　61－1

　6L－1

　6M－1

　6N－1

　7G－1

　71－1
蚤7K：一1

　7N一一1

　、7N－2

　8E－1

　80＿1

　9：F－1

　9G－1

　9E－1

　9J－1

　9L－1

　9M－1

　9N－1

　90－1

　10D－1

　10F－1

10J－1

　10L－1

　10L－2

　10P－1
　1iD－1・

　11F－1

　11J－1・・

　11K－1
　11L遜

　11M一一1

、11M－2

　11N－1

　11P－1
　12C＿1

　12D－1
0

　12E－1

深度
（颯）

　50

　80
’50

　30

　80

　66

不明

150

　11

　45

100

　7

100

　15

　10

　56

　15

　50

　30

　50

　55

　70

　80

　80

　15

　45

3／12

　30

　60

100

　2

　10

　20

不明

40

8千

100

16

30

　8

．54

10

50

F30

口径
（吋）

　36

・45

　43

　45

　54

　36

深井戸、

　45

　50

　54

深井戸

45

11

47

50

49

45

54

50

45

、65

深井戸

7
45

45

50

49

54

3
4

50

32

11／2

3

ガス量
（m3／d）

深井戸2”
深井戸

　54

　6

　4

　50？

　50？・

　58

　45

深井戸2”
　452互／2

深井戸

水量
（m3／d）

tr

tr

tr

tr

tr

t業

tr

tr

tr？、

tr

0．0026

tr

tr

tr

tr

tr

Gas
water
ratio

n乙f

n．f

n．f

n．f

n．f

n．f、

n．f、

n．f

n．f，

n．f

n．f

n．f

夏．f』

n．f

n．f

n．f

n．f

n．f

n．f

．n．f

2．3

n．f

血．f

n．f

n．f

n1。乏

n．f

n．f

n．f

n．f

n．f

n．f

n．f

n．歪

n．f

n．f

n．f

n．f

n．f

tr

n．f．

n．f

n．f

n．f

1：885

気温
（OC）

永濫
OCf・・

自噴井
pH

10．2　　14．7

11．6　　12．3

11．2　　13．7

13．5　　13．6

14．2　　14．1

9．2　12．8

13． 5・　、13．9

10．9　12。7

6．4　12．2
　愚
11．6　　9．7

8．5　12．6

8．5　12．3

8．2　12．6

10．1　　　12．3

1脅・9　1L9・

5．4　12．9

7・5、、15・2

9．4　14．7

6．6　15．9

8．4　13．5

11．0　　　13．0

12．9　　16．8・。f

11．4　　11．6

10．6　9．7

8．8　12．3

8．4　12．4

6．4　14．0

10．5　　13．5

10．0　　12．2

13．Ol　　9．7

10．3　　12．8

13．0　　　15．4

8．0　13．3

16。8　　　15．6

14．、3　　　12．4

11．8　　13．5

11．5　　12．7

3．9　11．4

6．3　12．7

7・与　10・4

7．7　　16．1・・f

7．4　12．7

18．0　　　13．31

14。8111．5

15．2　　　16．0

　　　　　　　Total
HCO3／freeCO2CO2、

（mg／L）『（血9／L）（mg／L）

7．6　251　4
7．1　　46　　2

8．0　　　382　　　22CO3

7．7　　　257　、　5『

7．6　263　　4

7．6　268　　4

7．5　263　7
6．8　　　120　　．　6

6．8　　131　　　、3

7．8　　　263　　　55

7．3　　280　　10

7．4　　　297　　　　4　，

7．6　143　　2

7．0114、ダ
6．7　　1251　14

7．8　198　　4
8．3　　　296　　　　2CO3

7．5　166　　2

7．7　242　、6

7．5　183　　4

7．4　277　4
8．4－　　263　　　50CO3

6．9　114　　8

6．8、　40　　2

7．6　279　　4

8。2　　　111　　　24CO3

7．4　336　　9

7．2　131　　6

7．4　135　5
6．6　　63　　9

6．6　　86　　8

7．2　　217　　13

7．5　262　　7

7．4　108　1
－
7 ．5　　199　　　5

7．7　314　　2

7．0　6零　2
6．8　114　　6
7．4　　　405　　　17

7．6－　354　　　5

7．8　296　　5

7。8　220　　2

8．0　、51　’3CO3

7．4　、200　　　2

8、2 200．馳22CO3

185

35

190

194

198

197

　92

　97

195

212，

218．

．105
甲80

104

147

122

180

135

204

91，

31

205

、251

101

102

154

　70

170

196

　79

149

229，

　51

88

’313

260

219

161

146

　C1ノ

（mg／L）

106

11

231

160

178

195

195

53

46

21皐

266

142、
36

18

78

159、

106，

35

106

60

53

213

28

53

302

88

195

18

21「

35

36

142

177

18

21

498

28

53

230，

727

177

142

　7

62

18

Dissol　CH唾
計器目盛－

　（％）

0．5

0．0　　　’

0．7

1．4

1．4・

1．7

1．7

0．2

0．0

1．8

2．3

0．3一

　　　　■0．8

，0．0・

0．0

1．3

’
1
． 2
1．3

0．9・・

1．5

2．8
’
2
．
6

0．0

0．α

3．3

1．1

2．6．

1．8

0．4’

0．α

011

0．8じ

1．3P

O・3，

、0・81

2．5

9・q

O．7｛

2．0’・

2．α

2．0

0．9・

0．0・

0．2『’・

0．5
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茨城縣新利根川洗域天然ガス調査報告　（島田忠夫・牧野登喜男・牧眞一）

（2）

LOC．No．
坑井
年齢

12F－1

12L－1

12M－1

12N－1

120－1

13C－1
㌔斎13D－1

榮13F－1

13L－1

13L－2
黄13N一1

』13P－1

13Q－1

　14E－1

14G、一1

14H一一1

　14K－1

　14M－1

，140－1

　14P－1

14Q－1
　15E－1

　15H－1

15

20

55

25

30

200

50

不明

35

　5

20

50

　7

106

25

22

深度
（m）

　36

　45

深井戸

　22

　与0

深井戸

深井戸

潔井戸

43

50－

45

63

67

深井戸

　　　　30

　　　　21

　　　　36

　　　　15

　　　　　4

　　　　25

　　　　75

15E－226
15H一一3　20

15K－115
15L－115
15M一工不明

15Q－113
15R－180
16A一・150

16D－1100
16E－115
16E－275
16F一・130

16F－2　7
　　　　30｛ノ
16G－1　　　　　40

16H門120
161－125
16J－1　18－

16K－110
160－130
17B－1不明
、7C＿、1棚

、7F＿、110。

　　　　1

50

63

54

49

102

45

27

36

50

52

29

27

36

1＄

23

口径
（吋）

深井戸

　52

　54

　65

　60

深井戸

54

50

54

45

72

36

27

深井戸

2

ガス量水量
曳m3／d）

tr

17．O

tr

　tr

　tr

tr

O．012

22、O

　tr

O．12

tr～

tr

tr

2．G

O．05

tr

tr

0．5

（m3／d）

0．12

0．01

tr

tr

tr

tr

tr

tr

tr

n．f

21．O

n．f

n．f

n．f

n．f

n．歪

n．f

22．G

21．6

n．圭

n．f

n．f

n．f

n．f

n．f

n．f

n．f

n．f

n．f

n．f

n．f

n．｛

n．f

n．f

n．f

n．f

n．f

n．f

O．7

n．f

n．f

n．f

血．f

n．f

n．f

n．正

n．f

n．f

n．f

n．董

n．f

Gas
water
ratio

1：1．23

1：1666

1：0．98

10．0？

βow

n。∫

気濫
（。C）

ユ6．5

15．0

8．3

7．9

8．9

16．0

16．9

16．7

13．2

14．5

13．8

18．6

16．0

17．0

16．1

17．4

11．7

12．7

17．5

17．6

17．9

18．0

17．5

19．0

18．8

11．0

12．2

10．1

17．8

16．8

18．2

18．2

18．4

18．0

15．9

19．5

18．2

18．1

18．5

11．1

12．2

16。5

16．0

15．0

18．2

水温

OCf一
自噴井
『
1
1
． 5

、15．8・・f

13．1

13．9

14．6

13．2

14。0

12．2

16．0・・f

16．3一｛

11．4

15．1

17。4

13．1

　13．1

　14．5

　15．8

　13．7

　15．3

　12．8

．14』1

　13．7

　15．8

　15．4

．13．6

　14．0

　12．5

　13．6

　12．6

P耳

15．6・・f

12．6
13．：し

13．8
14．’，7

13．2

12．7

14．5

12．8

f4．4

13．6

14．1

13．1

16．4・・f

14．5・・f

13．7F

7∫5

7．7

7．8

7．6

7．5

7．4チ

7．6

7．2

7．8

7．8
’

6．8

8．0

7．9

8．4±

7．6

7．7

7．4

7．6

7．8

7．3

7．5

7．5

7．2

7・7

7．5

’
7

．5

7．7

7．8

　7．4

　7．4

7．3

7．5

7．3

7．2

7．3

7．4

7．2

7．3

7』3

7．5

7．5

7．5

7．7

7．4

7．4

HCO3ノ
（mg／L）

290

382

359

336

291

　55

600

1885

468

485

251・

512

280

126

276

255

376

496

355

704

440

283

262

311

311

231

　365
11312

　462

　185

　80

　138

　256

　222

　910

　421

　423

　304

　325

　228

　371
　313
　74：

　74
　735

freeCO2
（mg／L）

total

CO葛
（mg／L）

　6

　9

　6

　8

　6

　1

10

156

　3

　9

22

29CO3

　2

22CO3

　2

　9

　9

　4

　9

17

　9

　5

　4

　4

　4

　4

　3

　19

　16

　2

　4

　5

　4

　7

　35

　5

　16

　7

　20

　4

　7

　2

　3

　2

　20

死
2
1 5
285

266

251

216

　41

444

1516

341

359

37G

204

200

193

280

362

265

524

327

209

193

228

228

171

266

967

　349

　135

　62

　104

　189

　166

　691

　309

　305

　226

　255
　169

　275
　230

　56
　55

　550

　Clノ

（mg／L）

　60

960

1560

408・
159

　14

114

2260

532

1900

206

550

　71

　18

　53

　82
106

1280’

1970

1030

710

　62

　69

　60

　80

　71

　159
3370

2040

　35

　21

　17

　124

　71

　745
・142

　142
　89
　71

　71

　178
3340

　11
　11
　295

dissolCH4
計器目盛

　（％）

2．0

5．3

3．3

2．7

1．3

0．O

o．1

2．7

4．5

6．2

0．4

2。8

G．8

0。o・、

1．1

1．1

3．8

3．1

3．7

3．3

2．1

1．2

1．1

1．1

1．4

1．4

1。0

1．0

2．9

0．1

0。0

0．2

1．4

1．3

1．9

1』3

1．3

1．2

1．8

2．0

2．9

3．6

0．0

0．2

4．3
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地質調査所月報（第蜷第6、号）

（3）

Loc．N。． 坑井
年齢

深度
（m）

　　　17F－2　1

　　　17G－137
　　　17J－1不明
　　　17K－11／12

　　　17M－137
　　　18B－180
　　　18G一．1臼25
　　　「18G－216

　　　13H－160
　　　18」一1　1

　　　18」一257

　　　18L－128
　　　榮18M騨141
　　　18M－2 7ノ、2

　　　19Fr－1　，80

　　　19G－120十

　　　19－H120
　　　191－120
　　　19K、一1　20

　　　20A－130
　　　20J－1　6

　　　20L－121
　　　20M－118
　　　21、B－1　16

　　　21b－150
　　　21D－2不明
　　　21H－i23
　　　21』1一玉50

　　　211－230
　　　21」一1、15
　　　21」一236

　　　21：L－110
　　　21、M－1　28

ア

ノ　22H－134
　　　22享一1100

　　　22」一1　7

　　　22：L－118

　　　22M－125
　　　22M－225
　　　22M－3　7

　　　22M－420
　　　23・F一皿20
　　　23G」二120

　　　231－1　1
　　　黄23」一一1　25

口径
（吋）

54

59

50

68

　5

　54

　54

　54、

　54

　54

　41
18

　5　・

　45

深井戸
　54し

　54

　54

　54

　32

　63

　54
噛
深
井 戸
　54

　54十

深井戸

　50

　45？

深井戸

　54

　54

　54

　68

　45
深井戸

　45

　50
108

　11

　27

　43

　36

　50

　45

　27

ガス量
（m3／d）

水量
（m3／d）

　　tr？

　　G。005

　　．tr

　　　tr

　　　tr

2　tr
21／2tr

　　tr？

11／2tr

21／2tr

21／2－

　　　tr

　　　tr，

　　　tr

　　O．014

　　0．01

　　0．14
　　　tr

　　　tr

　　　tr

　　O．082

　　≒0．15
　　0．±

　　　tr

　　　tr

　　　tガ
　　　tr

　　O．015

　　　tr

Gas
water
ratio

n．f

n．f

n．f

n．f

n．f

5．0～

n．f

n．f

n．f

n．f

n．f・

n．f

n．f

n．f

n．f

n』f

n．f

n．f

n．f

n．f

n．f

n．f

n．f

10．O

L15
？

n．f

n．f

1．35

n．f

血．釜

．n。f

n．f．

2．24

n．f

n。f．

n．f

n．f

n．f

22．0
等・f・

n．董

3．29

n．だ

n．f

気濫
（。C）

1：10．3

1：27．3

1：216

1窪・0

17．0

11．2

9．8

8．7

15．5

14．0

13．0
8’．1

8．7

8．5

7．5

8．2

9．3

13．0

12．0

9．5

9．0

8．5

16．4

8．0

8．7

io．6

14り7

13．2

11．6
、14．8

　7．5

　4．5

＼7．7

18ρ

　8．0

15．5

16．0

12．2

　8．0

18．1

17．1

17．1

16．1

18．9

14．5

19．0

』11．7

19．0

i水温OC　f…　　　pH

自噴井

一

　　lHCO3／freeCO2
、（mg／L）1（mg／L）

13・ID、，

14．』1

13．8

13．9．

12．0

15．3・・f

13．0

12．0

12．3

16．0

13．5

13。9

10．3

10。3

13．0

12．0

13．9

14．5

　13．5

　12。3

　13．7

　12．6

　14．5

13．5－f
16．含

15．1・・f

　12、7

　12．7

15。5－f

測定せず

　14．5

　13．0

　14．1

15．8－f

　14．2

　14．0

　13．3

　10．6

　17．2

16．0・・f

　10．6

　11・3，

15．8－f

　13．0

　13．0

7．3

7．3

7．7

8．0

6．7

7．4

7．4

7．1

7．1

7．5

7．5

7．5

6．7

7．2

7．4

7．4

7．3

7．7

7．6

7．0

7．8

7．6

7．7

7．7

8．4

7．7

7．4

7兜1・

7．2

6．7

7．3

7．5

7．8

7．4

7
。
3

7．5

7．6

7．σ8

7．8

7．7

7．5

7．3

7。7、

7．3

6．6

228

621

251

251

91

91

P
2

79

468
含53

285

262

354

291

1175

182

245

308

882

299

385

336

342

381

　77
217

290・

394

365

262

　8q
478

382

483

462

738

1145

405

490

518

362

448
－
3
6 5
373

ε25

135

5
20

3
17CO3
15

－
3

　7

15

11

　’7

　4

　8

26

116

　4

　7

13

　4

　4

32、

　3

　5

　9

　3

　2

　6

17

　9

　8

　2

11』

　5

　8

14

44

39

　8

10

・5

　6

　9

　6

18

37

26

total
C
、 02

（mg1L）

171

468・

184

81

69

208

353

265

210

186

264

236

966

141、

184

235

272

217

310，

245

252

284

　59

158

、215

301

272

197

　60

366

980

357

346

577

864

301・

364

38G

267

333

、270

287

633

』123

C1ノ
（mg，’L）

dissol　CH4

計器目盛
　（％）・、

　62

408

　89

308

　71

．耳

107，．

177、

196

184

　89

532

　21
1610

　28

　53
124

237

・159

　11
337

214

213

　11

　11

　21

　213

　248

　284
　25．

P
7
6
2

　444
，1695F

　142
1188

3470

　682
2640

　480
1210

1190

　443

　284
1120

　71．

2．1

1．2

11．3、

i．0

0．0』

0．0

2．9

3．3

2．8

2．7

2．3

．192－

2．0

．1．6

2．1

1．3

3．3

2．5

2
．

．0

0．0

1．6

2．5，

1．8

0．（》

0．1

、2．2

2．8

2．7

4．0

0．2

3．6

2．3

1．2

4．（》

3．7

4．7

2．3

0．9

1．71

　1．6、

・1．6

』0．2

’4．4

』2・9

　0．2
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、

（4）

Loc．No．
坑井
年齢

深度
（m）

23K－1　2
23M－1　15　－

24F－113
24G－1．3
24G－2－
241－1　20　｛

24K－1100　

24L－1　3
24M－132
25G－160

菅25」一一1　15

25」一2　1

25M－1　6
25G－230

　ノ

251－150
26E－150
26G－115－

261－180
27E－1　5
27G－140
27iJ－1100

27K－120
281－135
29F－1　1
29K－1不明

63

54

5G

63

54

4
50

54

58

369

3
50

49

3
27

50

2
3
5、

3
6
4
3
3

口径！ガス量
（吋） （m3／d）

tr

1．50

tr

糧i撫，
（m3／d）lrati。

0．005，

0．007

tr

O．8

n。f

n．至

n．f

不明

n．f

n．f

n●f

n，f

n．f

n．f

n．f

n．f

2
n．f

n．f

n。f

n。f

n．f

n．f

n．f

n．f

n．f

n．f

n．f

気温
（。c）

17．4

16．5

15。2

10．8

8．1

11．2
14．3コ

12．1

13．7

13．4

12．2

12．2

13．1

11．2

12．9

15．7

10。0

12．6

15．3

13．2

11．7

11．6

13．1

13．0

12．9

水　温
OC　f・・

自噴井

14．1

13．5

14．7
16．2・

11．1

10．5

　9．8

14．2

10．1

r11．2

　9．9

10．6

11．4
14。1・

11．5

14．0

14．5

　9．4

12．8

11．2

10．6

11．7

～9．5

12．8

12．5

・f

pHIHC・3／lfreeC・21灘’
　　1（mg／L）1（mg／L）・（mg1L）

・f

7．4

7．8

7．8

7。4

6．9

7．4

6．6

7．8

7．3

7．5

7。2

6．8

7．4

7．3

6』．7

7．4

7．5

6．6

7．0

6．8

6．7

7．0

6．6

6．9

7．3

380

723

270

596

64

606

96

618

818

222

171

313

860

688

234

137

587

284

268

125

156

234

71

165

824

10

10

　4

31

　3

19

20

13

52

10

　6

24

40

33

28

　4

11

31

19

23

16

　9

　7

。28

　6

285

532

199

461

　49

456

　89

460

643

170

129

250

661

529

197

103

435
『
2
3
6

212

113

128

177

　58

147

600

　C1ノ

（mg／L）

1175

5090

585・

1040

　35

975

　71

1845

3020

2740

114

213

7080

2070

160

373

2530

213

．198

142

　71
355

　71
132

1645

dissol　CH4

計器目盛1
　（％）1

2．4

1．6

0．2

5．0

0．1

2．1

0．3

2．8

3．0

1．8

0．2

0．5

3．3

、2．9

0．2

0．2’

0．2

0．8

0．2

0．1

0．2

0．0

0．0

0．1

1．1

甚上水混入井

の堆積環境は恐らく内湾性海退期堆i積物と思われる。こ

の下部には下部更新世香取層および鮮新置の地暦が来る

と考えられる。

　（4）ガス徴と水中溶存メタン量・HCO3『・遊離CO2・

全炭酸・Cl一の分布は大部分の地域でよく一致するが・

地域東端の一部に一致しない部分がある。

　（5）　浅暦水は地域西部では無色透明であり・束部で

は淡褐～褐色を幣び，溶存メタン量は少ない。

　（6）　ガス成分は，CH4－CO2『N2系のもので7CH4

51．3・》88．6％，CO23．2《・0．3％，N247。7醒10・8％で

ある。

　（7）　この地域で〕40・》60m前後の含ガス展よ1）採ガ

スを行5には，機械揚水に頼るが，静水圧が小さく含ガ

ス暦と民家の給水暦と同一暦準である点，また非含ガス

水塊の浸入によるガス鉱床の破壌等の点より鉱床形態は

複羅しているので，企業的開発は非常に困難と思われ

るoしかしながら本地域のガス鉱床とLての債値決定の

ためには，下層位の第三紀暦について含ガス暦を対象と

した試錐が行われることが望ましい。この場合東文聞村

・瑞穂村がその対象となる。

　　　3．ガス徴の状況およびその分布地域　　　　／

　本地域のガス徴は，内径11／2吋～2112吋の竹管を井

戸側管として仕上げられた深度108mまでの民家給水

井およびガス井戸より，ガス泡として噴出しているもの

で，坑井の掘墾方式はほとんどが上総掘によつている。

　ガス量分布は第2図に示されてある如くtrace～22．O

m3／day／we翌1でi新利根川に滑うて東西に分布し，東文間

村南方より利根川を越え千葉縣印幡郡布鎌村にも存在す

る。調査地域内で比較的多量に産ガスの見られるLoc

No．13L－2，12L－1は北西より浸入する非含ガス水

塊が丘陵にあたる陰の部分に相当するというのは興昧あ

る事実であるoかつ13L－2はガス水比が1：0．98で

39一（271）
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茨城縣新利根川流域天然ガス調査報告　（島田忠夫・牧野登喜男・牧眞一）

地下における遊離ガスの存在が考えられるが，このこと

は水中溶存メタン量からも推定される箇がある。また調

査東方は深層井がなく不明の点が多い。かつて高田村新

橋附近の新利根川エ事事務所の用水井を掘馨した際，ガ

スの噴出を見たため廃井にしたと云われているが，新嬌

北方緬500mにある同深度（約50m）の坑井嬉全くガ

スを議していないから後述する東方地域の傾向と同様と

思われる。、

　　　　　4．地形および地質一般
　・調査地域の地形は，小貝川が筑波方面より東流し来り，

佐貫駅附近より洗路を南に変じ，文村西方で利根川と合

流，この合流点より新利根川が東西に開繋されており，東

　　　　　　　　　　　キオロシ流して霞ケ浦に沼ぐ。利根川は木下町附近にて洗路を東

西に変じ，東洗して海に滑ぐ。調査地域は新利根川をは

さんで東西に広がる李野で，南および北には，それぞれ

標高30m前後の丘陵があり，また文村，文間村附近に

も標高25m前後の小さな丘陵が存在する6これらの丘

陵は上部更新世および印幡暦の砂・粘土を主とする地暦

であるo

　地下地質に関しては資料に乏しく，唯，掘墾業者によ

って知られている記憶程度で，甚だ信頼度は薄いが，調

・査中に聴取したものを綜合して述べると，深度4m前

後に草炭乃至有機質粘土が1’》1．5mあり，深度40～45

m位までは粘土・砂・砂質粘土層およびこれらの互層でそ

の下に厚さ1戸》2mの細礫乃至礫質粗砂があり，掘墾者

の話では，この礫が東方へ発達するということである。

これより下深度70m前後まで粘土・砂質粘土および砂

の互層でその下に礫質粗砂が2m前後あつて，この粗

砂中に介化石を産し，ハ碗加等が上総掘にて掘進中の坑

井より採揚されているのを調査中に見ることができた。

　この地域の堰積の環境は恐らく内湾性海退期堆積物と

推定されるが，この考えは地下水中のClrの含有量から

も支持されるoしかし確実な資料は得ていない0

　　　　　　5．調査法とその精度

　野外の測定には携帯用水質分析箱を用い，この中に水

濫・気温・pH・HCO3一・freeCO2およびC1一が定量でき・る．

　ように準備した・また水中溶存メタン量の測定には下河

原式携帯水中溶存メタン測定器1）を用いた。水中溶存酸

素についてはWinkler法を当所の化学課において改：良

　したものを使用した。ガス量の測定にはメスシリンダー

　による水との置換法および焔長法2）を併用し・水量は容

器に受けて測定した。F

　実験室に邊るガス試料については水との置換法にて約

　　1）下河原達哉：“ガス鉱床の携帯用地化學探査の新装置’・石油技協

　　誌VoL15No。4，1949
　　2）条子勝，小野暎，本島公司3焔長による天然ガス量側定の豫備實
　　験について，石油技協誌，Vol。14，No．4，1949

第2表天然ガス分析値一覧表

Loc．No．

　9H－1

12L－1

13L－1

13L－2

13P－1

140－1

14P－1
‘
1
6
E －1

15Q－1

17F－1

21－H1

211－1
211r－2

22H－1

221－1

22G－1
、24M－1

25G－1

CO2％

24L一11

0。9（LO）

0．4

0．3

q．4

0．3

0．4

2．2（2．4）

0．6

1．3（1．4）

2．6

0．8（0．9）

1．1（2．2）r

O．7

1．3

2．9

2．9

、3．0

3．2

0．7（G．8）

・2％IICH4％

2．3（0）

0．4

0．2

0．2

0．6

G．4

1．7（0）

0．6　・

2．0（0）

0．4

1．9（0）

10．6（0）

σ．7

0．2

0．2

0．4

0．4

0．2

0．9（0）

45．ブ（51．3）

75．4

61．8

88．6

75．5

87．8
72．0（78．5）

86．4
78．6（87．0）

77．2

71，0（78．0）

37．0（77．2）

75．8

77．2

82．2

79．8

81．1

82．1

64．6（67．5）

：N習％

5L1（47．7）

23．8

37．7

10．8

23．6

11．4
24．1（19．1）

12．4
18．1（11．6）

19。8

26．3（21ユ）

5L7（20．6）

20．8

21．3

14．7

16．9

15．5

14．5

33．8（31．7）

100ccを採集』した0

1）天然ガス

天然方スの分析はオルザット襲置によりCO2・CnH田・

02を測定し，CH4は爆発燃焼法によつて行つた。・

　その精度は，CO2・02については0。1％，CH憂にっ

いては1％前後の誤差があり，操集時に塞気が混入した

ため分析後に塞気補正をなしたものに関しては，さらに

犬きな誤差があるものと思われる。

　2）地下水

　pHは比色により行い，使用した指示藥はほとんど

P．R。B．T．Bであつたo測定誤差は清水の時は±0．1で

あるが，採水歌況・水色・濁度等の悪條件の際は±0・2の

誤差があると、思、うo

　HCO3一は試料50ccをとつてメチルオレンヂを指示

藥としHC1で滴定，その誤差は5mg！L前後である。

　遊離CO2は，試水がフェノール・フタレンに対して酸

性，メチルオレンヂに対してアルカリ性を示す時は，試

水中に遊離CO2が存在するものであつて，これの定量

にはNa2CO3をもつて容量法により滴定した。試料は

50ccとり，その誤差は1mg／L前後である。試水中の

pH8．0以止の水中には遊離CO2はなく，炭酸塩CO3一

として含まれるが，調査地域内の数点でこれはフェノー

ル・フタレンを指示藥としてHcapで滴定したoその誤　　　・

差は5mg！L前後である。
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第3圖　　水中溶存メタン量分布圖（測量器の示度％で示す）（％×6≒CH4cc／H201）

Cl一は，試水10ccをとりクロム酸カリを指示藥とし

てAgNO、で滴定，その誤差は1Qm喜／Lの範囲である。

滴定し求められた数値に関しては滴定値に対する補正は

行つていない占

　　　　6．地下水の性質と分布多伏況

産ガ碗勤地下水は非奉ガス地帯の地下水に比べて

各種の特徴を示している。次に各成分の分布状況を述

べ，ガスの分布と対懸させてゆこう◎

　1）水中溶存メタン量
坑井にて探水直後1ヒ，その水中の溶存メタンを前記下・

河原式携帯水中溶存メタン測定器によつて定量し，その

結果第3図に示すような分布が得られた。図に示された

数値は測定器の目盛％を示したもので，この数値に6を

乗ずれば大略のCHl4cc／H201を示す。壼ガス量の多い所

に水中溶存メタン量も多い。

　一般に地下においてガスは水に飽和程度溶解し，残余

はi遊離ガスとして荏在するであろうと推定されるQ地下

水は温度15。C±，1気圧で11中約35ccのメPタ￥を

溶解するので，この時の飽和量は目盛で5．8％であり・

これを超える場合はすなわち過飽和である。

　50％飽聯度（≒17・5cc／L）セ本、目盛では2・9％であつて・

颯止のことは純水に対する純メタンの溶解度について述

べたのであつて，天然ガス附随水中には種々の物質が溶．

存し，かつ天然ガス中にはCH4の外にCO2・N2等が

混じているので，この関係は相当の偏差を生ずるであろ

う。

　P調査地域で目盛3．0％（18cc！L）すなわち飽和度5L5

％塚車の地域が3地域観察され，、亘親的には産ガス量の

多いところに大きな値を示している。西の一地区は茨城

　　　　　　ソウシンデン縣稻敷郡東文間村惣新田より千葉縣印幡郡布鎌村に跨

つて分布しゴまた大宮村宮淵に庵小区域ながら目盛3％

のところが存在するが，測点が少なく不明の点が多い・

また，もう一つの地区は生板村羽子騎・手栗・瑞穂村源清

田宮淵鍋子新田に分布しているが，東方への延長は深層

井がなく，不明である◎この3地区を中心にして溶存メタ

ン量は周辺に段々と減少し，丘陵地に近いところでは水

中溶存メタンはほとんど見られないQまた生板村丙野，

庄布附近ではHCO3一・遊離CO2・C1一等の成分が産ガ

Pス地帯と同様であるにもかXわらず，水中溶存メタン量

が少なく，ガス徴候も見られない。

　2）、水　温
　本地域は，前述の如く自噴井が少なく，多くは非自噴・

井によつて測定したため，測濫の際注意はレたが，、ある程

度気温に左右されたのではないかと思われる点がある。

自噴井の水盗は13．5’》16．80Cで，非自噴井は9．7～

17．4。Cであつた。総体的には12・一140Cの間のものが
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第4圖　天然ガス附陵水中のpH値分布圖

一番多いようであるが，多くは非自噴井であるという点

力・らも地域的な特徴は半∬然とLないq

　3）pH
　pHは6．8《・8．4で，多くは7。4～7。8の範囲にあり，

弱アルカリ性を示す。その分布状態は第4函に示す如く

であるQ

　東交間村惣新田地域の産ガス地糟は，pH7．8域上を
』
示

している。また大宮村宮淵地区および生板村手栗・弱

根騎・瑞穗村宮淵鍋子新田地域の議ガス地帯ではpH7．2

～7．姥示し惣辮地域叫のより伽・値を示してい

る。北方の非蓬ガス地帯で丘陵地は弱酸性より弱アルカ

リ性であり，また文間村丘陵地では中性より弱酸性であ

《）o

　調査地全般にわたつて他の成分のように産ガス地帯，

非産ガス地帯との聞に規則的な分布は示していない。

　4）HCO3『

　一般のガス田では，産ガス地帯にHCO3一が多くなる

傾向をもつている。本地域も同様に産ガス地帯と非産ガ

ス地帯とを比べれば蓬ガス地帯に多く見られている。そ

の分希状態は第5図に示す通りであつて，酉方の非産ガ

1ス地帯より東方の産ガス地帯に多くなり，産ガス地幣で

は大略300mg／L以上を示している。竜ケ崎町南方より
　　　マントシ生板村万歳に向い，また布珊町より利根川に沼うて， さ

　らに根本村塩沼より大宮村宮淵東端にかけて300mg／L

・）200mg／L以下の比較的HCO3『の少ない水塊が舌状

に分布している0

　5）遊離CQ2
　調査地域内では一般に遊離CO2は少なく，このことは

地下水自体アルカリ性を示すので，当然のことであるoそ

の分布は第6図に示すよ5であつて，産ガス地帯および

・天然ガス中にCO2の多い所に多く見られる。遊離CO2

の分布は，大体HCO3一の分布と一致し西方の非産ガス

地帯より東方の壼ガス地帯に向づて多くなつている。産

ガス地帯では5mg／L塚上を有している。

　6）全炭酸

　　　　　　　　　　　　　　　　ぺ　遊離CO2と，・HCO3一を当量のCO2とし宅換算した

合計をco2としてmg／Lで表わし，これを全炭酸とし

た。‘遊離CO2と，耳CO、一は産ガス地帯に多いという

同傾向の分布を示すから1律つて全炭酸も当然前二者と

同傾向の分布を示す。その分布ぽ第7図の通りであつ

て，西方より東方に向い壇加し，産ガス地帯では，200

出9／L．以上，非蓬ガス地帯では200mg／L以下を示して

，いる。また遊離CO2よおびHCO3一の分布で見られた不

規則な分布をする2，3．ヵ所は，全炭酸分布図ではある程

度それが浩失している。一般にガス田の全炭酸分布薗は

遊離CO2よりもHCO3一分布図に似るのが普通であるQ

　7）Cl一一

　調査地域内のC1一の分布は，HCOゴ・遊離CO2・全
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炭酸の分布と良く似て西方より束声に向つて壇加してい

る。第8図にその分布図を示す。謹ガス地帯のCl一含

一量は非蓬ガス地帯のそれよφ多く，200mg／L前後を示

し少産ガス中心地に入るに從つヤ壇加し，1，000mg／L

を越え，最高7，000mg／Lに及ぶ。しかし調査地域東端

では，CI　が蓬ガス地域と同じ位多ぐてもガスは見られ

ない。域上のようにヒの地域にCl一の含有量が多いとい

　うことは，堆積毅境を裏付ける一條件とな為であろうoそ

してこの地下水は一部でガスを持ち，HCO3、遊離CO2・

α『に富んだ同凄水（Comate咽ater！であろうと推牢さ

れるo
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　調査期問中利根川および新利根川のCI一を定量した

，ところ，一前者・は11mgノ転後者は135mg／Lであつたo

　土地の入の言によれば，東方では塩分が多くなるとの

理由で深層井を掘らないということである0

　8）　水色部よび水中溶存酸素

　調査地域丙のギス附随水は，淡黄緑色に蒼色さわたも

のが多く，一部の東南方地域では黄褐色を呈している。

　この済色はおそらく溶解有機物等によるも のであろう。

　自噴井についで坑口で探水された試料ρ水中溶存酸素

を測定したが，，その結果は次の如くであづた。

Loc．：No．

9H－1
11N－1

12L－1

13L－1

13L－2

噌LO21
1．3

0．7

0．4

0．1

0．1

t　　Loc．No．

211－2

22H－1

22M－3

23G－1

24G－1

t　dissol　O2

　cc〆L

1．0

0．4

0．1

0．3

01

　これを見ると非含ガス水塊の浸入すると考えられる地

域の自噴井は，壼ガズ中心地の自噴井のそれと比較し多・

く出ているようである。だが測定が少ないゐで詳細は不

朋の点が多い0

　9）地下水の性質およびその分布総括

　域上1）側8）項目にわたり地下水の性質および分布状

況について遮べて来たが，蓬ガス地帯は非産ガス地帯に

比して水中溶存メタン量が多く，HCO3－6遊離CO2。全

炭酸・CI『は東方に向？て壇加しているが，西方ではこ

れらの成分をまgaspotentialと大体正季月関を示すカミ，東

方の一部特殊区域に』は，HCO3㍗遊離CO2・全炭酸・CF

が多くてgas　potentia1の低し1地下水が存在する。

　pHの多くは弱アルカリ性で，東方産ガス地域では弱

アルカリ性より中性に近づき，西方では7．4岬7．8とア

1ルカリに近づくところにガスの噴出が見られているopH

は他の成分の如く規則性に乏しい分布を示す。

　　　、
（第3雀　第6号）

　調査地域の坑井中，水質的および産ガろ駅態の特徴の・

ある坑井を東西方向に4点選出し，略々完全な分析を当、

所技術部化学課牧1・金子両技官が行つた。この4点の選

畠にっいては，’HCO3一・遊離CO2・全炭酸。C1一が堵

較的少ない産ガス井（161－1…・非自噴井）と，これと

反対に．HCO3、i遊離CO2・全淡酸・Cl一が多くかつガス

を比較的多量に産している坑井を東西に2ヵ所（13Lパ

2，25G－2・…共に自噴井），さらにHCO3一遊離CC2・、

全炭酸・α一が産ガス中心地と同様であるにもかxわら

ず，夢スを産しない坑井（26G－1・…非自噴井）を選出

したるその分析結果は第2表に示す通りである。表中左

、側に記した数値は現地調査中すなわち3月下旬り分析値

で，右側のものは試料を東京ぺ蓮搬して5月に分析した

値である。試料の操取が同時期ではなく，7鯨に蓮搬し

・たものは15－5日後に採水されたものであるから夕こ

の比較はあまり良い方法でほ欺いo

　分析表に見られるように，西方の坑井と東方の坑井を

鰍すれば，西方の・61一・1こCI一少なく・丁騨等’

2，3低い成分が見られる6しかし他の3坑井に・ついて見

れば，その水質に大差は認められず，特に25G－2と

26G－1・は略々同成分を示す。しかるに非産ガス地帯と

産ガス地帯とに別れているのは，ガス鉱床は環元的性格』

を示すものであるが，表中の窒素化合物について見ると，．

窒素化合物中一番酸化苓れた型で表われる：NOゴは・

26G繭1では2度の分析値に共に現われ，またNOゴ

についても2mg／Lという大きな櫨を示しており，他と

比較して酸化された歌態にある。このことがgas　poten－

tia1を失つている一因で嫡ないかと考えられるが，まだ

不明の点が多く今後の研究に待ちたい。　　　　　　　　。

　また25（｝門2においてSO4一が10mg／Lと出てい

　るが，・これは坑口設備および仕上げが悪いため上層水が

　混入したものと思われる0

　　　　　　　　7．淺暦水
　深度10m．以浅の地下水を浅暦永とした。この地下水

　は，地域内で自噴するものはなく，東部では処によって

　鵜色永謹ところがあり濾過飲料に使用している◎その他

　は大体清水であつた。東部浅層水着色の原因は溶解性有

　機物，鉄等によるものと，思われるo

　浅暦求の調査は，浅窟水と深層水が同一傾向を示す地

　域では有効に利用される。その例は静岡縣清水市，島根

　縣簸川亭野等があるが，当地域では同一傾向を示すとは

　観察でき’ず，馬また鉱床の形態の複雑性からも唯々測定事

　項の記載に止めておきたいo

　水中溶存メタンは0．0’》2．0目盛％で，測定暴の誤差

　の範囲とされる0．2％程度のものが多い。
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Table　II．甲Analysis　Table　for　Accompanying

　Water　of4Gas　on　the　Area　along　the
　River　Shintone．　　　　　order一・。mg／L

：Loc．No．

pH
：RpH・

free　CO2

HCO3／

C1ノ

：NO2／

lNO3／

NHゴ

SO4”

P
Fe”

Fe…

Ca”

MgO’
K●

：Na●

H2Sio3

1
T．S．M．

26G－1

7．5

7．8

　11

587

2530

　2

0．2

　12

　0

0．5

　0

　Tr

125G－2い3ヒ2

7．47．3

8．28．0

　15　33

557688
26302070

　20．04

0．5　0

　12　20

　0　10

040．3
0．3　0

Tr　O．7

　61

121

　19、

1639

。llI

47961

161－1

7・317・87・8
8．2／818．2

22　9　　9
662　485　　　492

183011900，1895

　0t　o　O
　l
O．21　0　　0

　201　4　　3

1010　0
0．110．50．5
　
　ol　O　O
　3iO．50．3

731，　38
　831　　44
　1
1111i12罰

　58　　　　66
0．2　　　　　・0．21

　1　　　1
36131　34531

7．3

7．8

20

325

71

0
0

6’

0
1．0，

　0

1．0

Chemical　analysis・…S．Makl

　　　　　　　　H．Kaneko

7．2

8．0

13

295

71

　0

0．5

　3

’0

1．0

　0

1．0

16
、8

　8

132

67

432

　pH：は，6．6’》7．3で弱酸性より弱アルカリ性であるが

6．6～6．8の弱酸性のものが多い。

　Hco3『は，40～824mg／Lで，100mg／L＾・200mg／L

が最も多い◎

　遊離co2は，2｛・28mg／Lで10mg／L±・が多い◎

　Cl一は，21＾4，645mg／Lで東1部の坑井嫡丘陵地の坑

井より多いようである。

　　　　　　8．天然夢ス成分

　天然ガス調査では，ガス量とガス成分との測定が重要

な意昧を有する。地下水中に溶存する第四紀層の天然ガ

図は，一般にCH4とCO2，：N2が主成分で，その他

且2S2CO，H2，02，CnHm等の存在が報告されている

ところがあるo

　調査地域丙の天然ガスは，普通のCH4一：N2－DO2系

のものであつて，ガス成分レンジはCH451．3～88．6、％，

CO23。2｛・0．2％，N247．7’》10．8％であるo分析結果

については第3表に示してある。表中A（B）の意昧は，

Aが分析値そのまx，Bは塞気補正値で02＝0．0％とし

て計算じた痢直であるo

　当地域は，ガス操集操作，時間的関係上分析した例数

が少なく，そのガス成分の地域的，層位的分布状況を論

ずるのは困難である。

　　　9．開発および調査に関する慧見

　第四紀暦中のガス鉱床より採ガスを行うには，地下に・

てガスを溶存する地下水を多量に地上へ揚水して・減圧

によるガスの分離を行わねばならないが，われわれの調

査の対象となつた含ガス暦は・現地居住者の飲料水を蓬

する地層と同様である所が多く，現地居住者の言によれ

ば同暦よりポンプ採水による干渉があるというご≧なの

で，これらの暦より多量の地下水を揚水することは甚だ

困難を伴うと予想される。

　ガス鉱床の開発には，ガス鉱床を立体的に眺めねばな　・

らないが，西方より非含ガス水塊の弱い浸入があること

は前述の通りであつて，それがかなり調査地域丙の中央

部まで浸入してガス鉱床を破壌している点，ざら1こ一層

開発の困難性に拍車をかけているQまた東方では同様な

地下永であるにもかNわらず・非含ガス地下水を持つて

いる点，すなわち小さなパッチ1伏に含ガス地帯があるの

ではないかと推定されるが，これは鉱床開発上大きな問

題となるであろうo

　含ガス地下永中には，CI一が多く排水に関して大きな

間題を提供している。排水に関して新利根川の利用も考

えられるが，源清田より下洗では河川水を飲料水に使用

しているので，この点住民間で間題となる点があろうか

と推察される。

　域上のように，当地域のわれわれの対象となつたガス

鉱床は非含ガス水塊の浸入によつて相当破壊せられ・か

つ非常に複維した鉱床形態を示しているので，企業とし

てのガス鉱床開発は非常に困難と思われる。しかし含ガ

ス地域では，自家用燃料として使用する程度の産ガスは・

得られるので，この点を推奨したいo調査地域丙に自家

用として使用しているものが2，3見受けられたが・た

黛その自噴量に待つており，これを自家用リフト井とし

て採ガスすることによつて，使用量程度のガスは得られ

るであろう。

　調査法については，当地域内に自噴井少なく，ほとん，

どが釣窺井戸であるため，釣瓶によつて試料を採水し

た。採水に当つてはなるべく坑口に近づけて欝かに採水

した。試料は飲水の汲出しで麗搾せられて塞気と接触し

て水中溶存メタンpH，・遊離CO2・NHヂNO2。NO3

等二次的変化が起るという疑問も持たれたが，自噴井の、

水質と比較して明瞭な差は認められなかつた。ただ2，

3坑井にはその影響も見られたので，現地にて再測した

ものがあるoもし明瞭に自噴井と非自噴井との間に差が

認められるような時には，坑井丙に操水器を降下して，
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坑底より試料を探水して調査すべきである。・

　浅層水と深暦水との相関関係が薄いので，深暦井がな

いところでは10m以上の調査用ボF一リングが必要とな

ろう。

　　　　　　　　10．結　　論

　以上は茨城縣新利根川の天然ガス調査の報告である

が・この地域の天然ガスは第四紀暦中深度40’》60mに

埋藏されており，西方よりの弱い非含ガス水塊の侵入に’

よつて・・ギス鉱床は破壊されており・また鉱床の形態も

複雑化しているので天然ガスを企業的に開発することは・

非常に困難である。しかしながら下部に来る第三紀暦で

は本地域西南方銚子市附近にてガスの噴出が認められて

いるので，第三紀層のガス鉱床につし，・て試錐を降す要が・

あるだろう。この場合め位置は東文聞村より瑞穗村1こか

けたところで，深度400’》5QOmを要すると思われる。

　浅層ガスについては，前述の如く家庭用燃料として探

集法，利用法を考慮すべきである。

　　　　　　　　　　　　　　（昭和26年3月調査）
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